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■ 有効在庫 ＜A＋B＞

在庫引当が可能な個数（在庫製造中＋推定在庫）

■ 在庫製造中 ＜A＞

CIPSにオーダー登録されている未完了オーダーの製造数（キャンセルと不適合を除く）
※自動反映します

■ 推定在庫 ＜B＞

完成品在庫の個数

■ 下限在庫数

最低限持っていなければならない在庫数

■ 最低製造数

少量生産は行わずにロット生産を行い、手配する製造数の最低ライン

（A）在庫を製造中 （B）製品が完成して

完成品在庫になる

在庫製造オーダーを登録

在庫製造中

推定在庫

有効在庫

オーダー登録時に
有効在庫（在庫製造中）に
計上する

在庫引当オーダーを登録

オーダー登録時に
有効在庫から引当をする
＝推定在庫も減る

在庫から出荷する

1 CIPSの在庫管理とは

CIPSは在庫の余剰生産を防ぐために、有効在庫を基に在庫の判断をしています。
在庫管理をすることで、在庫製造オーダーの作成や在庫引当が可能となります。
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在庫登録は、製品マスタまたは製品在庫情報から行うことが出来ます。

1. 在庫の登録

製品マスタの在庫タブにて、在庫管理するにチェックをし在庫数を入力して
登録ボタンをクリックします。

1-1.製品マスタで在庫登録をする方法

製品在庫情報を開き、在庫登録をする製品マスタを検索します。
行をダブルクリックで、在庫登録画面が表示されるので、在庫数を入力し、登録します。
製品マスタが作成されていないとリストに表示されません。

1-2.製品在庫情報で在庫登録をする方法
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2 在庫の登録方法



3 在庫の変動

在庫製造オーダーは、オーダー入力にて受注数をゼロにして、製造数を入力することで作成できます。
受注数をゼロにすることで「在庫製造」として判断します。

1. 在庫製造オーダーの作成

1. オーダー入力画面を開き、在庫製造をする取引先と品番を入力します。

2. 受注数をゼロにして、製造数に在庫製造をする個数を入力します。

製品マスタで在庫管理をするに を入れている場合は、在庫の詳細が表示されます。
製品マスタでチェックをしていない場合でも、オーダーで「在庫管理をする」に を入れることで
在庫管理をすることができます。（製品マスタの在庫管理にもチェックが付きます）
オーダーの登録ボタンをクリックした時点で、在庫製造中と有効在庫に個数が反映します。

3. オーダーを登録したら、通常のオーダーと同様に、ステータスは「未手配」になります。
製造開始処理にて製造指示を行い、ステータスが「製造中」になります。
指示書が発行されるので、通常のオーダーと同様に、工程パネルにて現場の着完処理を行います。

■ 製品在庫情報
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4. 最終工程の完了処理をすると、ステータスは「完了」になります。
在庫製造オーダーは受注数がなく納品がない為、「納品待」にはなりません。
最終工程の完了処理をした時点で、在庫製造中 → 推定在庫数 へ個数が移動します。

■ 製品在庫情報

■ オーダー情報一覧

子品番の在庫製造オーダーも、親品番の在庫製造オーダーと同様に作成します。

1-1. 子品番の在庫製造オーダー作成

1. オーダー入力を開き、子品番でオーダーを作成します。
受注数をゼロにして、在庫製造する個数を製造数に入力して登録します。
オーダーを登録した時点で、有効在庫数と在庫製造中に個数が反映します。

2. 通常オーダーと同様に、製造開始処理を行い、工程の着完処理を行います。
最終工程の完了処理を行うと、ステータスが「完了」となります。
最終工程の完了処理をした時点で、在庫製造中→推定在庫へ個数が移動します。
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オーダー登録時に在庫があれば、自動で在庫から引当を行い、製造数を変動します。

2. 在庫引当オーダー（在庫数＞受注数）

1. オーダー入力画面を開き、在庫製造をする取引先と品番を入力します。
在庫管理をしている品番は、有効在庫数と在庫引当の項目が表示されます。

2. 受注数を入力すると、有効在庫数から自動で在庫引当を行い、製造数が変動します。
在庫数＞受注数の場合は、全て在庫引当となり、製造数はゼロになります。

3. オーダーを登録したら、通常のオーダーと同様にステータスは「未手配」になります。
製造開始処理で製造指示を行います。
オーダーの登録ボタンをクリックした時点で「有効在庫数」と「推定在庫数」から引当されます。
また、同時に「受注残数」と「納品待数」に個数が反映されます。

■ 製品在庫情報
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4. 製造開始処理を行うと、ステータスは「納品待」になります。
在庫引当オーダーは製造数がなく製造がない為、「製造中」にはなりません。

■ オーダー情報一覧

5. 通常オーダーと同様に、納品処理を行います。
納品処理が完了した時点で、受注残・納品待数が消え、棚卸数からも引当されます。

■ 製品在庫情報
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オーダー登録時に在庫があれば、自動で在庫から引当を行い、製造数を変動します。

3. 在庫引当オーダー（在庫数＜受注数）

1. オーダー入力画面を開き、在庫製造をする取引先と品番を入力します。
受注数を入力すると、有効在庫数から自動で在庫引当を行い、製造数が変動します。
在庫数＜受注数の場合は、在庫がある分のみ在庫引当となり、残数が製造数になります。
オーダーの登録ボタンをクリックした時点で「有効在庫数」と「推定在庫数」から引当されます。
また、同時に「受注残数」と「納品待数」に個数が反映されます。

3. オーダーを登録したら、通常のオーダーと同様にステータスは「未手配」になります。
製造開始処理で製造指示を行います。
残数が製造数となり指示書が発行されるので、通常オーダーと同様に着完処理を行います。

■ 製品在庫情報
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4. 最終工程が完了すると、ステータスは「納品待」になります。
通常オーダーと同様に、受注数分の納品処理を行います。

■ オーダー情報一覧

5. 納品処理が完了すると、ステータスは「完了」になります。
納品処理が完了した時点で、受注残・納品待数が消え、棚卸数からも引当されます。

■ 製品在庫情報

■ オーダー情報一覧
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親品番に在庫がない場合でも、子品番に在庫があれば、子品番の在庫引当を行います。

4. 子品番の在庫引当

1. 親オーダーを登録し、製造開始処理にて、展開処理を行います。
親品番には在庫がない為、製造数には受注数と同じ個数が反映します。

2. 製造開始処理を行うと、親オーダーは在庫数がない為、指示書が発行されます。
子オーダーは在庫引当がされ、ステータスが「納品待」となります。
展開処理をした時点で、子品番の在庫引当を行い、有効在庫数と推定在庫から引当てます。

3. 親オーダーは通常と同様に工程の着完処理を行い、納品処理を行います。
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在庫引当の際に、受注数に対して在庫引当を行うかどうかの設定をすることができます。
在庫引当が可能な受注数の設定は、製品マスタの在庫タブから行います。

5. 在庫引当が可能な受注数を設定

上記の設定をした場合（受注数5以下のみ引当）、受注数4の場合は、在庫引当を行います。

上記の設定をした場合（受注数5以下のみ引当）、受注数6の場合は、在庫引当を行いません。
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6. 在庫製造・引当オーダーを削除する場合

在庫製造オーダーを登録した時点で、有効在庫数に製造数が反映します。
オーダーを削除すると、「在庫製造中」と「有効在庫数」の個数も引かれます。

6-1. 在庫製造オーダーの削除

製造数５の在庫製造オーダーを削除

在庫引当オーダーを登録した時点で、有効在庫数と推定在庫数から引当されます。
オーダーを削除すると、「有効在庫数」と「推定在庫数」の個数が戻ります。

6-2. 在庫引当オーダーの削除

受注数２の在庫引当オーダーを削除

ステータスが完了またはキャンセル、形態が不適合の場合は、在庫は変動しません。
したがって、上記のオーダーを削除した場合は、在庫数も手動で変更する必要があります。

6-3. ステータスが「完了」または「キャンセル」、形態が不適合のオーダーの削除

完了またはキャンセル、形態が不適合のオーダーを削除
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在庫に関連したオーダーのステータスを「キャンセル」にすると、在庫数は登録前に戻ります。

7. 在庫製造・引当オーダーのステータスを「キャンセル」にした場合

在庫製造オーダーを作成し、オーダーを登録します。

ステータスを「キャンセル」にすると、在庫は登録前の状態に戻ります。
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4 在庫の自動発注処理

最低限在庫として保管しておく個数を「下限在庫数」といいます。
下限在庫数を設定することで、在庫を切らすことなく、在庫製造を行うことができます。
下限在庫数の設定は、製品マスタの在庫タブにて行います。

1. 下限在庫数

上記の設定をした場合（下限在庫数5）、受注数5の場合は、在庫引当5、製造数はゼロになります。

上記の設定をした場合（下限在庫数5）、受注数6の場合は、在庫引当5、製造数1になります。
有効在庫数は10ですが、在庫引当6を行うと、下限在庫数を割ってしまう為です。
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少量生産は行わずに生産を行う場合に使用する、手配する最低個数を「最低製造数」といいます。
最低製造数を設定することで、在庫をまとめて製造することができます。
最低製造数の設定は、製品マスタの在庫タブにて行います。

2. 最低製造数

上記の設定をした場合（最低製造数10）、受注数6の場合は、製造数が10になります。
本来は在庫引当5、製造数1となりますが、最低製造数が10なので製造数が10になる為です。
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5 製品在庫情報

製品在庫情報では、製品の在庫状況、現在仕掛かっている製品の金額を一覧で確認できます。

1. 製品在庫情報とは

■ 棚卸金額が発生する製品

棚卸金額が発生する製品のみ表示します。

■在庫数がある製品のみ

推定在庫数がある製品のみを表示します。

■受注残全てを集計する

受注残（未手配、展開済、製造中、納品待）を表示します。

■納品待のみを集計する

受注データの納品待データのみを表示します。

■受注残か棚卸数がある

受注残あるいは棚卸数のある製品を表示します。

■停留している在庫情報

指定した期間で受注のない製品を表示します。

1-1. 検索条件（抽出）
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製品在庫情報での金額の算出方法は下記です。

■ 製品金額

（推定在庫数＋納品待数）ｘ評価単価

■ 仕掛金額

現在完了している工程金額の合計値

■ 評価単価

売単価ｘ認定された値

1-2. 金額の計算方法

工程完了日にチェックを入れた場合と入れない場合では、算出方法が違います。

1-3. 工程完了日

■ チェック無し

現在のオーダーデータを見に行き、納品待、完了を判断して、在庫数と金額を算出しています。
オーダーファイルを参照しています。

■ チェック有り

過去1年間の受注データをもとに完了工程→未納品→納品済という順番でデータを見に行きます。
最終工程が完了していれば未納品、その中で納品データがあれば納品済と算出してます。

「検索実行」をクリックすると12ヶ月前までの受注データが対象となります。

現時点までの工程完了数を算出し、完了工程、仕掛金額を計算します。
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製品在庫情報画面の「選択行の編集」→「連続編集(在庫調整)」にて在庫調整ができます。

1.選択行の連続編集
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6 在庫調整の方法

ダブルクリック

2.編集したい行をダブルクリック

編集したい行をダブルクリックすることで在庫調整画面が表示されます。
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